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はじめに
このたびは高性能デコーダ内蔵レーザスキャナDS6300をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
本取扱説明書ではDS6300の設置・接続・仕様に基づく内容を記載しておりますので、必ずご一読いただきま
すようにお願い致します。尚、機能・内部設定・設定ソフトの操作に基づく内容については、別冊「DS6300ソ
フトウェア取扱説明書」に記載しておりますので、合わせてご一読いただきますようお願い致します。

ご注意
①本書の内容の全部または一部を無断で転載することは禁止されています。
②本書の内容に関しては改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。
③本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り記載漏れなどお気付きのことが
　ございましたら巻末記載の弊社担当窓口までご連絡くださるようお願い致します。
④運用した結果の影響については③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

表記について

誤った使用をすると、機器の破損につながるもの、または、正しく使用するために特に注意する事柄
を記載していますので、必ずお読みください。ご注意
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1.DS6300外観図

①レーザ警告ラベル
②読み取り窓
③ LCD表示
④電源 ONＬＥＤ
⑤同期信号 ONＬＥＤ
⑥データ送信 ONＬＥＤ
⑦DOWNキー
⑧ENTキー
⑨UPキー
⑩フォーカス調整ボリューム
⑪サービスコネクタ口
⑫メインコネクタ
⑬マスタースレーブコネクタ1
⑭マスタースレーブコネクタ2
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TO BEAM
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CALSS 2 LASER PRODUCT

MAX. OUTPUT RADIATION 1mW

EMITTED WAVE LENGTH 630~680nm
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2. レーザビームの安全性

DS6300で使用されているレーザビームは低出力ですが、長時間凝視すると目に悪影響を及ぼすことがあります。
このスキャナの動作中はレーザビーム出力窓を凝視しないでください。また、鏡のようなもので反射されたレーザ
ビームであっても、目に当たらないように設置してください。DS6300は EN60825-1規格によるとクラス２レー
ザ製品として分類され、CDRH規格でもクラス２レーザ製品として分類されます。
　そこで以下の警告ラベルが、スキャナのレーザビーム出力窓の反対側に貼付されています。
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また、レーザ出力窓の横にはレーザビーム光の放射を示す以下の警告ラベルが貼付されています。

AVOID EXPOSURE-LASER LIGHT
IS EMITTED FROM THIS APERTURE 

①読み取り窓

①

リニアスキャンタイプ

オシレーティングミラー内蔵タイプ
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3.DS6300の特徴

以下に、DS6300の主な特徴を挙げます。
・光学ヘッド部とデコーダ部が独立して回転が可能 (LCD表示とコネクタパネルの方向を変更可能 )
・1000スキャン /秒 ( リニアスキャンタイプ )、1200スキャン /秒 ( オシレーティングミラー内蔵タイプ )
  の高速スキャニング
・ACR( バーコードデータ再構成機能 )デコードとリニアデコードをソフトウェアで切替が可能
・ピケットフェンス読み取りに有効なオシレーティングミラー内蔵タイプ有り
・Profibus/Ethernet/DeviceNet 等最新のフィールドバスインターフェイス内蔵タイプ有り
・読み取り仕様に合わせて焦点位置の調整が可能
・LCD表示とキーにより、読み取りテストモードと簡単にバーコードの設定が可能なティーチング機能を内蔵
・2ポートのシリアルインターフェイスを標準で装備
・LonWorks バス通信の高速ネットワークマスタースレーブ接続が可能
・IP64保護クラスハウジングの採用により、産業分野での利用に威力を発揮

4. 型番一覧とアクセサリ

アクセサリ (別売 )
PG110/6002-GFP451DA		  スタンドアローン用AC電源
PWR-120				    マスタースレーブ接続用AC電源BOX
GFC-60				    90 ゜反射ミラー
GFC-600				    90 ゜反射ミラー、ロングノーズタイプ
C-BOX 100				    端子台BOX
BT-6000				    マスタースレーブネットワーク終端抵抗
CAB-6001				    DS6300-10X-010⇔ C-BOX 100接続用1mケーブル
CAB-6002				    DS6300-10X-010⇔ C-BOX 100接続用2mケーブル
CAB-6005				    DS6300-10X-010⇔ C-BOX 100接続用5mケーブル
CAB-6011				    DS6300-10X-011/2/5⇔ C-BOX 100接続用1mケーブル
CAB-6012				    DS6300-10X-011/2/5⇔ C-BOX 100接続用2mケーブル
CAB-6015				    DS6300-10X-011/2/5⇔ C-BOX 100接続用5mケーブル
CAB-6101				    マスタースレーブ接続用1mケーブル (電源供給有り )
CAB-6102				    マスタースレーブ接続用2mケーブル (電源供給有り )
CAB-6105				    マスタースレーブ接続用5mケーブル (電源供給有り )
CAB-6112				    マスタースレーブ接続用2mケーブル (電源供給無し )
CAB-6115				    マスタースレーブ接続用5mケーブル (電源供給無し )

DS6300の LCD表示の下にある3つの LEDはそれぞれ以下の状況を表示します。
　POWER ON LED（緑）（図の④）：	 点灯時にDS6300に電源が供給されていることを示します。
　PHASE ON（黄）（図の⑤）：	 同期信号が動作中 (アクティブ )であることを示します。
　TX DATA （緑）（図の⑥）：	 点灯時はメインインターフェイスがデータ送信中であることを示します。

5.LEDの表示について
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6. 設置の手順

DS6300を運用するまでに必要な手順は以下の通りです。
①個装箱を開けて、全ての物がそろっているか確認して下さい。
②本取扱説明書のP11「10. 読み取り位置決めについて」を全てお読み下さい。
③DS6300を専用の取付金具を用いて設置する場所に仮固定します。
④DS6300をご使用条件に合わせて機器と正しく接続します。
⑤DS6300のキーを使用して "Test モード " にして読み取り位置の調整を行います。
⑥読み取り位置の調整が完了したら、DS6300を確実に固定します。
⑦DS6300の電源を一度OFFにしてからONにすると "Test モード " を解除します。
⑧DS6300の内部パラメータを設定ソフト "Genius" を使用して、ご使用条件に合わせて設定を行います。
⑨最後に要求する動作が可能かテストを行います。
これから上記の手順にて、設置に関する詳しい内容を説明します。

DS6300がお手元に届きましたら、すぐに開梱して以下の
ものがあるか、確認して下さい。もし、不足・破損等がある
場合は、ご購入先の販売店、もしくは巻末の弊社営業窓口ま
で、ご連絡をお願いします。

①取扱説明書						      1
② Genius インストールCD				    1
③ビスセット (ビス×4、ワッシャー×4)		  1
④取付金具						      1
⑤ DS6300本体					     1

①

②

③

④⑤

7. 梱包内容
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DS6300は設置の仕方によって様々な状態での使用が可能です。DS6300本体のネジ穴（M4×4）は取付金
具のためのものです。下図はスキャナ本体と取付金具の外形寸法図です。設置の際に参照して下さい。また最適な
取付位置については、P11「10. 読み取り性能について」を参照して下さい。
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DS6300リニアタイプ

8.DS6300の外形寸法図
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9.DS6300の配線

9.1D-sub25コネクタ
DS6300本体のD-sub25( オス ) コネクタのピン配列は以下の通りです。

13121110987654321

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

信号名
　FG
　TX232/TX485＋/RTX485＋
　RX232/RX485＋
　RTS232/TX485－/RTX485－
　CTS232/RX485－
　AUX2 INPUT(＋)
　SGND
　OUT1(＋)
　VS
　AUX2 INPUT(－)
　OUT2(＋)
　OUT2(－)
　VS
　AUX3 INPUT(＋)
　AUX4 INPUT(＋)

入出力

出力
入力
出力
入力
入力

出力

入力
出力
出力

入力
入力

信号名
フレームグランド

MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
AUX2 入力信号(＋)

シリアルシグナルグランド
出力1 信号(＋)

電源(DC12～30V)
AUX2 入力信号(－)
出力2 信号(＋)
出力2 信号(－)

電源(DC12～30V)
AUX3 入力信号(＋)
AUX4 入力信号(＋)

ピンNo.

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

　OUT3(＋)
　OUT3(－)
　EXT TRIG(＋)
　EXT TRIG(－)
　RXAUX
　TXAUX
　OUT1(－)
　GND
　AUX3/AUX4 INPUT(－)
　GND

出力
出力
入力
入力
入力
出力
出力

入力

出力3 信号(＋)
出力3 信号(－)
同期信号(＋)
同期信号(－)

AUXシリアルポート
AUXシリアルポート
出力1 信号(－)
電源グランド

AUX3/AUX4 入力信号(－)
電源グランド

・ピン2/ピン3/ピン4/ピン5については、内部パラメータで設定されているインターフェイス
　によって変化します。
・ピン9とピン13、ピン23とピン25はDS6300の内部で接続されています。

ご注意
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9.2D-sub9コネクタ
DS6300本体のD-sub9( オス ) と D-sub9( メス ) コネクタのピン配列は以下の通りです。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名
　FG
　GND
　Ref_I/O
　SYS_ENC_I/O
　SYS_I/O
　VS_I/O
　LON A
　LON B
　VS

ピンNo. 信号名
フレームグランド
電源グランド
I/Oリファレンス
システム信号
システム信号
I/O電源

LonWorks信号線
LonWorks信号線
電源(DC12～30V)

D-sub9( オス ) D-sub9( メス )

9.3 電源の配線について
DS6300の電源接続は以下の方法にて接続が可能です。

接地グランド

DC12～30V
GND
FG

VS
GND
FG

13
25
1

外部機器DS6300

・DS6300の電源には、DC12～ 30Vの安定した電源を使用して下さい。
・電気的ノイズからDS6300を保護するために必ず接地グランドの接続を推奨します。
・DS6300をマスタースレーブ接続にてご使用される際は、必ずDC24V以上の電圧にて供給
　して下さい。

ご注意
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9.4C-BOX 100の端子配列
DS6300と C-BOX 100を専用ケーブルCAB-600Xで接続した場合の端子配列は以下の通りです。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

信号名
　FG
　TX232/TX485＋/RTX485＋
　RX232/RX485＋
　RTS232/TX485－/RTX485－
　CTS232/RX485－
　AUX2 INPUT(＋)
　SGND
　OUT1(＋)
　VS
　AUX2 INPUT(－)
　OUT2(＋)
　OUT2(－)
　VS
　AUX3 INPUT(＋)
　AUX4 INPUT(＋)

C-BOX
7/8
11/15
17

12/16
18
29

10/14/19
21
1/3/5
30
23
24
1/3/5
33

34/32

信号名
フレームグランド

MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
MAINシリアルポート(＊)
AUX2 入力信号(＋)

シリアルシグナルグランド
出力1 信号(＋)

電源(DC12～30V)
AUX2 入力信号(－)
出力2 信号(＋)
出力2 信号(－)

電源(DC12～30V)
AUX3 入力信号(＋)
AUX4 入力信号(＋)

D-sub25

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

　OUT3(＋)
　OUT3(－)
　EXT TRIG(＋)
　EXT TRIG(－)
　RXAUX
　TXAUX
　OUT1(－)
　GND
　AUX3/AUX4 INPUT(－)
　GND

25
26

40/27
28/20
37
35
22

2/4/6/39
36

2/4/6/39

出力3 信号(＋)
出力3 信号(－)
同期信号(＋)
同期信号(－)

AUXシリアルポート
AUXシリアルポート
出力1 信号(－)
電源グランド

AUX3/AUX4 入力信号(－)
電源グランド


